
“がんばる農業”を応援します！“がんばる農業”を応援します！
明日を担

うチカラ
　町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
農
業
」。
生
命
の
源
と
な
る
食
を
支
え
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
産
業
で
す
。

　今
回
は
町
内
で
頑
張
っ
て
い
る
若
い
農
業
者
の
方
々
と
、
町
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
国
内
の
食
料
自
給
率
が
低
下
す
る
一
方
で
、
食
の
安
全
・
安
心
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
稲
美
町
は
、
町
全
体
の
約
半
分

が
農
地
で
、
採
れ
た
て
の
新
鮮
で
安
全
な
野
菜
を
購
入
し
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
農
地
は
、
米
、
野
菜
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
美
し
い
景
観
、

水
害
防
止
、
気
候
緩
和
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
、
そ
の
恩

恵
で
私
た
ち
は
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
米
の
消
費
の

低
迷
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
農
業
を
取
り
ま
く
情
勢
は
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
平
成
２
年
か
ら
平
成
22

年
の
20
年
間
で
、
農
家
戸
数
が
２
，
４
７
５
戸
か
ら
１
，
８
６
８
戸

へ
約
32
％
減
少
し
、
耕
地
面
積
も
１
，
５
３
０
ha
か
ら
１
，
３
８
３

ha
へ
約
11
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
お
い
し
い
農
産
物
を
提
供
し
て
く
れ
る
農
家
が
地
元
に
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
食
の
安
全
に
も
つ
な
が
る
町
の
財
産
で
す
。
新
鮮
な
地

元
農
産
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
み
ん
な
で
町
の
農
業
を
応
援
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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　町では、農業の安定的な経営を支援するため、
「認定農業者制度」を設け、資金融資、農地の
利用集積、確定申告の際の特例などの支援を行
っています。現在、町内の認定農業者は33人
です。
　また、農業の活性化を図るために、機械・施
設など設備投資の支援、新規
就農者への支援、営農組合の
育成などに努めています。

　稲美ブランドなどの付加価値の高い
農産物を栽培し、生産（第１次産業）、
加工（第２次産業）、流通・販売（第
３次産業）の一体化を図る６次産業化
（※）により、農家の所得が向上してい
くことを支援していきます。

※６次産業化とは…農産物を生産する
だけでなく、それを加工し販売する
ところまで視野に入れた事業展開を
することにより、農業者が多くの利
益に関われる仕組みを作ろうという
もの

農業の
プロフェッショナルを支援
農業の
プロフェッショナルを支援
農業の
プロフェッショナルを支援

６次産業化をめざして６次産業化をめざして６次産業化をめざして

　朝市や農産物直売所において、
地元で採れた農産物の販売を促進してい
ます。また学校給食では、稲美ブランド
の「万葉の香」や地元の農産物を積極的
に活用し、地産地消を推進しています。

地産地消を進めています地産地消を進めています地産地消を進めています

若 き 農 業 者 た ち若 き 農 業 者 た ち若 き 農 業 者 た ち若 き 農 業 者 た ち

　中学３年生の時に“将来は父親と一緒に農業をしたい”と
決心しました。大学を卒業後、就農し約80種類の野菜や花を
少量多品目で栽培しています。また、春には野菜の苗も作っ
ています。全量を地元のJAや直売所、学校給食に出荷してい
ます。
　就農２年目で、まだまだ一人前には程遠いですが、これか
らしっかり技術やノウハウを受け継ぎ、世代が変わっても変
わらぬ美味しい野菜を作っていきたいです。一人でも多くの
方に美味しいと言ってもらうために、日々努力していきます。

技術を受け継ぎ、おいしい野菜を次世代へ 福田　修司さん（24歳・六軒屋）
しゅうじ

せいや

ゆうた

　水稲150a、キャベツ70～80a、施設で促成トマト18a、水菜・小松
菜22aを栽培しています。
　大学は農業とは全く無縁でしたが、そんな中でも家で農業をするとい
うことは常に念頭にありました。そして“家の仕事を手伝いたい、農業の
素晴らしさを知りたい”という思いで、就農することにしました。２世代
３人で経営し、トマトに関しては高糖度で味も良質で、個人のお客さん
への直接販売もしています。クチコミで人気も上昇し、市場では高値で
取り引きされ、手応えを感じています。トマトの味を引き継ぎ、農業の素
晴らしさや楽しさを理解し、大勢の人達にそれらを伝えていきたいです。

農業の素晴らしさや楽しさを伝えたい 梅本　聖也さん（22歳・野寺）

　祖父から経営を引き継ぎ、主にトマト、水稲を栽培し、さ
らに昨年からミニトマト、ブロッコリー、白菜を加え、品目・
面積を拡大しています。
　栽培品目の中で、いちばん特徴のあるのはミニトマトです。
通常の赤色だけでなく、黄色とオレンジ色の３色で彩りを良
くしています。見た目で楽しんでもらいながら、かつ味も甘
く、おいしいと食べてもらえます。小さなお子さんでもたく
さん食べてくれると好評を得ています。

祖父から農業を引き継ぎ事業を拡大中 大西　雄大さん（25歳・上場）

ヘ
ク
タ
ー
ル

いなみ野メロン

稲美ブランド
認証シール
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小学校給食

いなみ朝市

ふぁ～みん
SHOP

明日を担
うチカラ

稲美町
の
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